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●
報
告
●

「外
国
人
留
学
生

の
就
職
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
に
つ
い
て

あ

い
ち
学
生
支
援

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム

日
本
学
生
支
援
機
構
名
古

屋
支
部

一

概
要

(
一
)
経
緯

あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

(会
長

日
平
野
眞

一
名
古
屋

大
学
総
長
)
は
、
愛
知
県
内
の
大
学

・
大
学
院
に
在
籍
す
る
外
国
人

留
学
生

の
う
ち
、
卒
業

・
修
了
後
に
日
本
の
企
業
等

へ
の
就
職
を
希

望
す
る
学
生
を
対
象
に
、
就
職
支
援
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
ご
報
告
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
こ
の
事
業
の

一
環
と
し

て
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
行

っ
た
も

の
で
、
外
国
人
留
学
生
の
就

職
に
対
す
る
考
え
方
や
日
本
語
や
外
国
語
の
能
力
、
就
職
活
動
の
内

容
や
今
後

へ
の
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
平
成

一
六
年
九
月

一
日
現

在
で
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

(二
)
実
施
時
期

平
成

一
六
年
九
月

一
日
～

一
〇
月

一
五
日

(三
)
対
象
者

県
内
の
三
八
大
学

・
大
学
院
に
在
籍
す
る
外

国
人
留
学
生

二
、

二
七

一
名

(学
部
の
三
、
四
年
生
及
び
大
学
院
修
士
課
程

(又
は
博

士
課
程
前
期
課
程
)

一
、
二
年
生
)

(四
)
回
答
者
数

・
回
収
率

八
二
九
名

(回
収
率
三
六

・
五
%
)

二

内
容

(
「
)
留
学
生
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

(表
1
)

・
ア
ジ
ア
を
中
心
に
二
〇
か
国
以
上
か
ら
の
留
学
生
が
回
答
。
中
国

出
身
者
が
六

二

名

(七
三

・
七
%
)
で
最
多
。
こ
れ
に
韓
国

(六
〇
名
)
台
湾

(三
六
名
)
マ
レ
ー
シ
ア

(二
〇
名
)
が
続
く
。

・
学
部
等
専
攻
別
で
は
経
済
、
商
学

(経
営
学
)
を
中
心
に
文
系
が

五
四

・
六
%
、
理
系

(理
学

・
工
学

・
農
学
)
は

一
七

・
六
%
、

以
下
、
国
際

(八

・
七
%
)
情
報

(七

・
二
%
)
な
ど
。

(
二
)
語
学
能
力
、
学
位
、
資
格

・
免
許
の
保
有
状
況

(表
2
)

・
日
本
語
能
力
試
験

一
級
合
格
者
四
五
七
名

(
五
五
%
)
を
は
じ
め
、

六
八
%
が
日
本
語
能
力
試
験
を
受
験
し
て
い
る

一
方
、
英
語
に
つ

い
て
は
T
O
E
I
C
受
験
者
が
一
三

・
三
%
と
低
調
で
七
三

・

表1留 学生のプロフィール

(1)出 身国等 ・学年別回答者数

(2)年 齢別回答者数 (3)性 別 回答者勢 (4)学 年別回答者数

(5)在 籍学部等
別回答者数
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四
%
が
未
受
験
。
T
O
E
I
C
六
〇
〇
点
以
上
取
得
者
は
七

・

四
%
。

表2留 学生の語学能力、学位、資格 ・免許の保有状況

(1)日 本語能力
(日本語能力試験)
級別回答者数

(2)そ の他の日本語能力を測る試

験(自 由記載)

(3)英 語能力(TOEIC)

得点別回答者数

(4)英 語能力(TOEFL)得 点別回答者数

(5)そ の他の英語能力を
測る試験(自 由記載)

(6)日 本語、英語以外の語学能力

を測る試験(自 由記載)

(7)こ れまで取得 した学位(自 由記載)

(8)現 在保有 している公的資格 ・免許(自 由記載)

(三
)
今
後
の
進
路

(表
3
)

・
「日
本
に
残

っ
て
働
く
」
(三
六
九
名
―

四
四

・
五
%
)
「日
本
に
残

っ
て
研
究

・
勉
強
」
(二
四
〇
名
―

二
九
%
)
の
両
者
で
七
三

・

五
%
と
な
り
、
引
き
続
き
日
本
で
の
活
動
を
希
望
す
る
者
が
多
く
、

三
位

の

「出
身
国
に
帰

っ
て
働
く
」

(
一
二
四
名
―

一
五
%
)
を

大
き
く
上
回
る
。

・

一
方
、
日
本
に
残

っ
て
働
く
希
望
以
外
の
者
四
二
四
名
の
う
ち
、

日
本
に
残

っ
て
働
か
な

い
理
由
と
し
て

「日
本
に
残

っ
て
働
く
気

は
な
い
」
と
答
え
た
二
〇
五
名

(四
八

・
四
%
)
と
と
も
に

二

四
名

(二
六

・
九
%
)
が
、
就
職
の
困
難
さ
や
生
活
習
慣
に
な
じ

め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

「日
本
で
の
就
職
を
諦
め
た
」
と
回
答
。

(四
)
日
本
で
の
就
職
に
対
す
る
考
え
方

((三
)
で

「日
本
に
残

っ
て
働
く
」
と
答
え
た
三
六
九
名
が
対
象
)

(表
4
)

表3今 後の進路

(1)卒 業後の予定

(2)進 路予定集計表

(3)日 本に残 って働かない

理由

(4)日 本 で働 くことをあきらめた理由
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(7)日 本国内で就職を希望する者の出身国等 ・希望職
種別集計表(複 数回答可)

(8)就 労 ビザ取得

(9)在 留資格の変更

表4日 本での就職に対する考え方

(1)日 本 で就職する目的

(複数回答可)

(2)日 本で就職した場合の
希望勤務期間

(3)日 本で10年 未満勤務
した後の進路希望
(複数回答可)

(4)希 望する勤務地

(5)勤 務地の希望理由

(6)日 本国内で就職を希望する者の出身国等 ・希望
業種別集計表(複 数回答可)
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①
就
職

の
目
的
、
勤
務
を
希
望
す
る
期
間

・
日
本

で
就
職
す
る
目
的
と
し
て

「賃
金
な
ど
経
済
的
な
理
由
」
を

あ
げ
た
者
は
少
数

(五

一
名
―
六

・
九
%
)
で
、
「キ
ャ
リ
ア
形
成
、

技
術

の
習
得
」
(二
五
二
名
―
三

四

・
○
%
)
「日
本
で
勉
強
し
た

こ
と
を
活
か
す
」
「母
国
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
る
」
(そ
れ
ぞ
れ

一
九
九
名
、

一
九
八
名
―

五
三

・
六
%
)
が
主
流
。
「
日
本
に
住

み
続
け
る
た
め
」
は
四

・
三
%
。

・
日
本

で
就
職
後
の
勤
務
希
望
期
間
は
三
～
五
年
が
最
も
多
く

一
二

〇
名

(三
二

・
五
%
)。
以
下
、

一
〇
年
以
上

(五

一
名
)
六
―
九

年

(四
九
名
)
三
年
未
満

(四
〇
名
)
の
順
で
、
比
較
的
短
期
間

の
希
望
が
多
い
。
た
だ
し
、
勤
務
希
望
期
間
が

一
〇
年
未
満
の
二

〇
九
名
に
そ
の
後

の
進
路
希
望
を
尋
ね
る
と

「出
身
国
へ
帰
り
日

本
企
業

の
海
外
法
人
の
社
員
と
な
る
」
が

一
四

一
名
と
最
多
で
、

「出
身
国

へ
帰
り
、
出
身
国
企
業
に
就
職
す
る
」

の

一
〇

一
名
を

上
回
る
。

②
就
職
を
希
望
す
る
業
種
、
職
種

(複
数
回
答
可
)

.
日
本
国
内

で
の
就
職
希
望
業
種
は
、
商
社

(
一
九
四
名
)
自
動

車

・
航
空
機

・
船
舶

(
一
五
八
名
)
機
械

・
電
機

・
電
子

(
一
一
三

名
)
が
上
位
。
以
下
、
金
融
関
係

(九
二
名
)
教
育

・
語
学
ス
ク

ー
ル

(九
〇
名
)
通
信

(七
二
名
)
情
報
処
理

・
ソ
フ
ト
ウ

ェ

ア

(六
七
名
)
食
品

(六
六
名
)
ホ
テ
ル

(五
九
名
)
の
順
。

・
就
職
希
望
職
種
は
貿
易
事
務

(二
三

一
名
)
翻
訳

・
通
訳

(二
〇
九
名
)
が
群
を
抜
き
、
以
下
は
経
営
企
画

(
一
三
七
名
)

商
品
企
画

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

(
一
〇
二
名
)
人
事
関
連

(九

三
名
)
生
産
管
理

(八

一
名
)
研
究

・
開
発

(七
五
名
)
の
順
。

③
就
労
ビ
ザ
の
取
得

・
卒
業
修
了
後
に
日
本
で
働
く
場
合
に
必
要
な
在
留
資
格
の
変

更

(就
労
ビ
ザ
取
得
)
に
つ
い
て
、
八
二
名

(三
四
%
)
が
在

留
資
格
の
変
更
の
難
し
さ
が

「日
本
で
の
就
職
の
障
害
に
な
る
」

と
回
答
。

(五
)
日
本
で
の
就
職
活
動

(表
5
)

①
企
業
を
選
ぶ
際
に
重
視
す
る
点

・
企
業
を
選
ぶ
際
に
重
視
す
る
点

【企
業
評
価
面
】
は
、
「将
来
性
」

(二
七
三
名
)
「成
長
力
」
(二
〇
五
名
)
「職
場
の
雰
囲
気
」
(
一

六
八
名
)
な
ど
の
ほ
か
、
「出
身
国
に
拠
点

が
あ
る
」
(二
二
五

名
)
「出
身
国
に
貢
献
し
て
い
る
」
(
一
一
九
名
)
が
上
位
。

・
【処
遇

・
勤
務
条
件
面
】
で
は
、
「高
い
給
与

・
処
遇
が
受
け
ら

れ
る
」

(
一
八
七
名
)
「福
利
厚
生
や
教
育

・
研
修
制
度
が
充
実

表5日 本での就職活動
(1)日 本での就職活動経験の有無

(2)① 企業評価の面で重視
する点(複 数回答可)

(2)② 処遇 ・勤務条件の面
で重視する点(複数回答可)

(2)③ 仕事面で重視する点
(複数回答可)

(3)就 職活動に関する情報源 ・相談相手

(複数回答可)

(3)① 人材会社等 による情報 ・

イベン ト(複 数回答可)

(3)② 企 業からの情報 ・セミナー

(複数回答可)

(3)③ 大学からの情報 ・支援システム

(複数回答可)

(3)④ その他(複 数回答可)
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し
て

い
る
」
(二
一
三
名
)
を
お
さ
え
、
「仕
事
の
成
果
が
正
当
に

評
価

さ
れ
る
」
が

一
位

(二
七
三
名
)。

・
【仕
事
面
】
で
は
、
「専
門
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
く
」
(二
二
八
名
)

「専
門
知
識
や
経
験
が
活
か
せ
る
」

(二
二
七
名
)
が
際
立
ち
、
日

本
人
学
生
の
場
合
に
は
上
位
に
来
る
こ
と
の
多

い

「
や
り
た
い
仕

事
が

で
き
る
」
(
一
七
八
名
)
「責
任
あ
る
仕
事
が
で
き
る
」
(
一

三
九
名
)
を
大
き
く
上
回
る
。

ま
た

「人
脈
が
広
が
る
」

(
一
三
九
名
)
「出
身
国
で
働
け
る
」

(
一
五
九
名
)
な
ど
将
来
の
帰
国
を
意
識
し
た
回
答
も
多

い
。

②
就
職
活
動
の
役
に
立

つ
も
の
、
今
後
充
実
を
望
む
も
の

・
現
在
、
就
職
活
動
の
役
に
立

っ
て
い
る
情
報
源
と
し
て

「企
業
か

ら
の
情
報

・
セ
ミ
ナ
ー
」
(五
〇
六
名
)
「大
学
か
ら
の
情
報

・
支

援
シ
ス
テ
ム
」
(四
六

一
名
)
「人
材
紹
介
会
社
等
に
よ
る
情
報

・

イ
ベ
ン
ト
」

(四
〇
四
名
)
を
あ
げ
る
者
が
多

い
が
、
そ
の
中
で

今
後

の
充
実
を
期
待
す
る
も
の
と
し
て
は

「大
学
か
ら
の
情
報

・

支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
あ
げ
る
者
が
最
も
多
い

(五
七
二
名
)。

・
具
体
的
に
は
、
専
門
科
目
の
指
導
教
員
に
よ
る
指
導

・
ア
ド
バ
イ

ス
だ
け
で
な
く
、
就
職
担
当
部
門
や
留
学
生
担
当
部
門
の
職
員
や

教
員
に
よ
る
指
導
を
望
む
回
答
が
多

い
。
ま
た
、
就
職
課
の
資
料

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
留
学
生
向
け
情
報

の
充
実
を
求
め
る
声
も
強

い
。
自
由
記
述
欄

へ
の
記
入
内
容
に
も
、
同
様
に
留
学
生
向
け
の

具
体
的
な
就
職
情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
者
が
多

い
。

・
企
業
や
人
材
紹
介
会
社
等
に
対
す
る
要
望
は
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
や

W
e
b
上
の
情
報
提
供
に
加
え
、
企
業

の
留
学
生
採
用

情
報
や
説
明
会
の
実
施
、
人
材
紹
介
会
社
等

の
情
報
誌
や
就
職
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
な
ど
、
就
職
活
動
の
効
率
向

上
に
つ
な
が
る
対
応

を
望
む
者
が
多

い
。

③

「外
国
人
留
学
生
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

へ
の
期
待

～
平
成

一
六
年

一
二
月
四
日

(土
)
開
催
～

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
開
催
を
予
定
し
て
い
る
留
学
生
向
け
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
希
望
は
、
「参
加
し
た

い
」
(三
二
二
名
―

四
九

・
八
%
)
「内
容
に
よ

っ
て
は
参
加
し
た

い
」
(二
六
三
名
―
四

〇

・
六
%
)
と
回
答
者
の
九
〇
%
に
の
ぼ
り
、
当
面
は
進
学
予
定

の

者
を
含
め
て
非
常
に
関
心
が
高

い
。

最
後
に
、
就
職
活
動
に
関
す
る
意
見

・
要
望
等
を
自
由
記
載
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
結
果
、
多
く
の
留
学
生
は
日
本
人
と

一
緒
で
は
な

い
留
学
生
向
け
の
具
体
的
な
就
職
情
報
の
提
供
を
希
望
し
て
い
る
。

(4)大 学 からの情報 ・支援システムへの

期待(自 由記載)

(5)① 就職ガイダンスへの参加希望

(5)② 出身国等別就職ガイダンスへの参加
希望集計表

(6)就 職 ガイダンスで聞きたい内容

(6)① 日本での就職活動に関する基

本的な知識 ・ノウハウ集計表

(複数回答可)

(6)② 外国人留学生向け情報
(複数回答可)

(7)今 後に期待する就職支援
(複数回答可)

(8)就 職活動に関する意見 ・要望

(自由記載)


